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● 現在の研究について 

これまでは主にラケット・スポーツの分析を行

ってきました．実際に扱ってきた競技種目は，ソ

フトテニス，卓球です． 

動画を撮影し，3 次元ないしは 2 次元分析を行

う手法で打球動作の分析，ショット軌跡の分析な

どを行ってきました．基本的には，2 台以上のカ

メラで同じゲームシーンや動作を撮影すること

ができれば，3 次元解析が可能になります．3 次

元解析ができれば，人や物体の詳細な動きを知る

ことができます． 

 

□ソフトテニスの動作分析とゲーム分析 

ソフトテニスではダブルスでゲームが行われる

ことが多く，一般には雁行陣形と呼ばれる後衛と

前衛に役割が分かれてゲームが進められます．こ

うしたゲーム状況で後衛は，ベースライン付近か

らショットを打つことになりますが，相手前衛に

ボレー攻撃などをされることを避けなければな

りません．そのような場合，相手前衛の移動方向

と反対方向にパッシング・ショットを打つことが

できれば有利な展開に持ち込めます．このような

環境を擬似的に創り出して，その環境下での後衛

の打球動作にどのような変化が見られるのか，そ

のような研究を行ってきました． 

また，実際のゲームを分析し，打点位置，ショ

ットの落下地点，相手プレーヤーのポジション位

置などの情報から統計学を用いて，オープン・ス

ペースを定量化（数値化）する研究を行ってきま

した． 

□卓球のショット軌跡の分析 

卓球でも実際のゲームを撮影し，ショット軌跡

の分析を行ってきました．実際のゲームではボー

ルに回転がかけられているのですが，回転がかか

っていない場合についてシミュレーションし，実

際のショット軌跡とどの程度の違いがあるかを

調べ，どの程度ボールが曲がっているのかを調べ

てきました． 

 

これらショット軌跡の分析は，ゲーム分析につ

なげられますので，今後はゲーム分析につなげて

いく計画です． 

 

● 今後進めていきたい研究について 

卓球については，インパクト現象そのものが明

らかにされていません．打球時のボールとラケッ

トの接触時間，ラケット面上でのボールの移動距

離など基本的なことも分かっていません．ボール

の回転についても，どのような回転であるの科も

具体的に明らかにされていません． 

 

● 地域•社会と連携して進めたい内容 

現在日本のスポーツ界の課題としては，指導者

の力量不足が問題になっています．中高生がラケ

ット・スポーツのインパクト現象などを正確に知

ることは，正しいコーチングにつながっていくと

思われますが，まずは中高生がどのように理解し

ているか知ることが必要だと思われます． 
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